


化学構造解析室 

  氏名 職名 学科等 

 室長 丹羽 治樹 教授 量子・物質工学科 

  豊田 太郎 教授 量子・物質工学科 

  林 茂雄 教授 量子・物質工学科 

  中村 整 教授 量子・物質工学科 

  野上 隆 教授 量子・物質工学科 

  小林 直樹 教授 量子・物質工学科 

  河野 勝泰 教授 電子工学科 

  田中 勝己 教授 電子工学科 

  越智 保雄  教授 知能機械工学科 

  小林 孝寛 特認教授 量子・物質工学専門 

  加固 昌寛 准教授 量子・物質工学科 

  石田 尚行 准教授 量子・物質工学科 

  平野 誉 准教授 量子・物質工学科 

  安井 正憲 准教授 量子・物質工学科 

  三瓶 嚴一 准教授 量子・物質工学科 

  仁木 國雄 准教授 量子・物質工学科 

  松村 隆 准教授 知能機械工学科 

  桑原 大介 准教授 機器分析センター 

  牧 昌二郎 助教 量子・物質工学科 

  畑中 信一 助教 量子・物質工学科 

  仲村 厚志 助教 量子・物質工学科 

  沈 青 助教 量子・物質工学科 

  小島 哲 助教 量子・物質工学科 
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分析・計測機器室 

  氏名 職名 学科等 

 室長 野上 隆 教授 量子・物質工学科 

  河野 勝泰 教授 電子工学科 

  浅井 吉蔵 教授 量子・物質工学科 

  鈴木 勝 教授 量子・物質工学科 

  村田 眞 教授 知能機械工学科 

  野崎 眞次 教授 電子工学科 

  石田 尚行 准教授 量子・物質工学科 

  金森 哉吏 准教授 知能機械工学科 

  久保木 孝 准教授 知能機械工学科 

  小林 義彦 助教 量子・物質工学科 

  中村 仁 助教 量子・物質工学科 

  谷口 淳子 助教 量子・物質工学科 

 

低温室 

  氏名 職名 学科等 

 室長 鈴木 勝 教授 量子・物質工学科 

  河野 勝泰 教授 電子工学科 

  小林 忠行 教授 電子工学科 

  山田 千樫 教授 量子・物質工学科 

  浅井 吉蔵 教授 量子・物質工学科 

  酒井 拓 教授 知能機械工学科 

  阿部 浩二 教授 量子・物質工学科 

  谷 俊郎（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ） 教授 農工大・物理システム工学科 

  島田 宏 准教授 量子・物質工学科 

  三浦 博己 准教授 知能機械工学科 

  水柿 義直 准教授 電子工学科 

  成澤 孝敏 助教 機器分析センター 
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教職員（平成 19 年） 

  氏名 職名 

 センター長（併任） 田中 勝己 教授 

  桑原 大介 准教授 

  成澤 孝敏 助教 

  島 浩一 技術専門職員 

  青木 猛 技術専門職員 

  神水 摂 技術専門職員 

  田付 芳子 事務補佐員 
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外部資金獲得状況 
 
複数の『室』に関係する研究については、右肩に下記略称を記載してある。 
・表面・界面構造解析室 ：表 
・化学構造解析室    ：化 
・分析・計測機器室   ：分 
・低温室        ：低 
 
 

表面・界面構造解析室 
（科学研究費補助金） 
・基盤研究（C） 
 (1) デフォメーションゾーンを利用したより容易な超微細粒組織生成に関する研究 

    代表者 三浦 博己 

  (2) 拡散液滴を利用したキャビテーション気泡クラスターの生成と音響発光 化 

    代表者 林 茂雄 

 (3) レーザーピーニング処理による機械・構造部材の疲労強度信頼性向上に関する研究 化 

    代表者 越智 保雄 

 (4) 加工誘起による新粒組織の生成機構－再結晶の再定義 低 

    代表者  酒井 拓 

 (5) 水中 PLA による半導体微粒子作製と機能材料としての評価 化 

      代表者  田中 勝己 

・特定領域（公募） 
 (6) 希土類の波長変換効果による宇宙用高効率太陽電池の開発 化、分、低 

     代表者 河野 勝泰   

（民間等との共同研究） 
(1) 黄銅の結晶粒微細化 低 

     代表者  三浦 博己 

 (2) 低ひずみ蓄積加工と低温焼鈍による結晶粒微細化 低 

       代表者  三浦 博己 

 (3) Cu の結晶粒微細化に及ぼす Zr の影響 低 

       代表者  三浦 博己 

 (4) 銅多結晶の動的再結晶挙動に及ぼす Sn 添加の影響、銅粒界での動的再結晶挙動に及ぼす Sn の影響 低 

    代表者  三浦 博己 

 (5) SiOx ナノ粒子蒸着膜の透明電極薄膜への応用 分 

    代表者  野﨑 眞次 

 (6) SiOx ナノ粒子のおよび薄膜の新機能に関する研究 分 

    代表者  野﨑 眞次 

 (7) 光触媒を用いたレンズクリーニングの実用化の研究 化 

      代表者  田中 勝己 

 (8) 高密度量子ドット成長技術の研究   

    代表者  山口 浩一  
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（受託研究） 
(1) SiO ナノ粒子を用いた GaN 上の高品位酸化膜の作製、及び Si 上 GaN-MOS FET の実現への検証 分 

   代表者 野﨑 眞次 

 (2) 触媒を用いた耐摩耗用 DLC 膜作製技術の開発 化 

    代表者 田中 勝己  

 (3) 多価イオンプロセスによるナノデバイス創製 

    代表者 大谷 俊介 

 (4) 原子・分子・イオンのスペクトルに関する調査  

    代表者 大谷 俊介 

 

化学構造解析室 
（科学研究費補助金） 
・基盤研究（B） 
  (1) ナノ InGaN 半導体光電極による高効率太陽光エネルギー変換の研究 

      代表者 小林 直樹 

・基盤研究（C） 
 (2) フォトニック結晶で形成された電極系の光励起キャリアダイナミックスと光電変換特性 

      代表者 豊田 太郎 

 (3) 拡散液滴を利用したキャビテーション気泡クラスターの生成と音響発光 表 

    代表者 林 茂雄  

 (4) 昆虫糖受容細胞における情報変換機構の新展開：一酸化窒素関与の伝達経路 

    代表者 中村 整 

 (5) 単一分子磁石をはじめとする分子性磁性体の開発 分 

      代表者 野上 隆 

 (6) 水中 PLA による半導体微粒子作製と機能材料としての評価 表 

      代表者 田中 勝己 

 (7) レーザーピーニング処理による機械・構造部材の疲労強度信頼性向上に関する研究 表 

    代表者 越智 保雄 

 (8) 超分子アーキテクチャーを利用した複合機能性分子磁性材料の開発 分 

      代表者 石田 尚行 

 (9) ホタル生物発光系をモデルとした人工発光系の創出 

      代表者 牧 昌次郎 

 (10) 表面形態を制御したナノ構造半導体のガスセンサー特性評価と応用に関する研究 

    代表者 沈 青 

・特定領域研究 
 (11) 光電変換の高効率化に向けた TiO2光電極上半導体量子ドットの分光増感特性評価 

      代表者 豊田 太郎 

 (12) 希土類の波長変換効果による宇宙用高効率太陽電池の開発 表、分、低 

      代表者 河野 勝泰 

 (13) 極限的短パルスによる共役ポリマーの超高速分光 

    代表者 小林 孝嘉 

・萌芽研究 
 (14) 超音波振動照射による巨大蛋白質のプロトン高分解能 NMR 測定法の開発 

    代表者 桑原 大介 
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・若手研究（B） 
 (15) 超音波によるナノカーボンの水中合成 

    代表者 畑中 信一 

（民間等との共同研究） 
  (1) 分子プローブの最適化のための基質開発 

      代表者 丹羽 治樹 

  (2) 光触媒を用いたレンズクリーニングの実用化の研究 表 

      代表者 田中 勝己 

 (3) 新規金属錯体に関する研究：17 年度からの契約（6 月 30 日まで） 分 

      代表者 石田 尚行 

 (4) 新規金属錯体に関する研究：18 年度新契約（7 月 12 日から） 分 

    代表者 石田 尚行 

  (5) 廃塗料の処理技術の開発 

      代表者 牧 昌次郎 

 (6) リン酸化材料の新規利用分野の開拓と実用化 

    代表者 牧 昌次郎 

（受託研究） 
 (1) ナノ粒子のエネルギー変換デバイス応用の研究 

      代表者 小林 直樹 

 (2) 触媒を用いた耐摩耗用 DLC 膜作製技術の開発 表 

      代表者 田中 勝己 

 (3) 超高時間分解・超広帯域分光に関する研究 

    代表者 小林 孝嘉 

(4) 代謝系タンパク質の構造・機能解析（プリン・タンパク代謝系に関する研究） 

    代表者 三瓶 嚴一 

 

分析・計測機器室 
（科学研究費補助金） 
・基盤研究（C） 
 (1) 単一分子磁石をはじめとする分子性磁性体の開発 化 

      代表者 野上 隆 

 (2) 複合ペロブスカイト酸化物の強磁性・強誘電性の共存と電気磁気効果の機構の解明 低 

      代表者 浅井 吉藏 

 (3) 超分子アーキテクチャーを利用した複合機能性分子磁性材料の開発 化 

      代表者 石田 尚行 

  (4) 炭素鋼の高速冷間加工における、ミクロ組織形態に応じた変形挙動の予測に関する研究 

     代表者 久保木 孝 

・特定領域研究 
 (5) 希土類の波長変換効果による宇宙用高効率太陽電池の開発 表、化、低 

      代表者 河野 勝泰 

 ・若手研究（B） 
 (6) 希土類-コバルト酸化物の p-f 軌道混成と電子状態 低 

      代表者 小林 義彦 

 (7) B、C 及び N の K 吸収端近傍 X 線吸収発光分光による不純物添加ダイヤモンドの電子状態 低 

      代表者 中村 仁 
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 (8) 単結晶グラファイトを用いた Kr 吸着膜の界面摩擦の研究 

    代表者 谷口 淳子 

（民間等との共同研究） 
 (1) パイプの曲げ加工 

    代表者 村田 眞 

  (2) パイプの曲げ加工技術に関する研究 

     代表者 村田 眞 

 (3) 回転引き曲げにおける扁平の抑制 

    代表者 村田 眞 

 (4) SiOx ナノ粒子蒸着膜の透明電極薄膜への応用 表 

    代表者 野﨑 眞次 

 (5) SiOx ナノ粒子のおよび薄膜の新機能に関する研究 表 

    代表者 野﨑 眞次 

 (6) 新規金属錯体に関する研究：17 年度からの契約（6 月 30 日まで） 化 

      代表者 石田 尚行 

 (7) 新規金属錯体に関する研究：18 年度新契約（7 月 12 日から） 化 

    代表者 石田 尚行 

 (8) 移動ロボット用ビジョンシステムの研究開発 

      代表者 金森 哉吏 

 (9) 障害物センサ測距デバイスの開発に関する共同研究 

    代表者 金森 哉吏 

 (10) 金属板の曲げ加工におけるスプリングバック予測に関する研究 

      代表者 久保木 孝 

 (11) バウシンガー効果を考慮した金属板 L 曲げ解析に関する研究 

    代表者 久保木 孝 

 (12) 管の冷間加工の数値解析に関する最適化技術の研究 

    代表者 久保木 孝 

（受託研究） 
 (1) リブに穴を有するアルミニウム押出し管の製造方法の開発 

    代表者 村田 眞 

 (2) SiO ナノ粒子を用いた GaN 上の高品位酸化膜の作製、及び Si 上 GaN-MOS FET の実現への検証 表 

    代表者 野﨑 眞次 

 

低温室 
（科学研究費補助金） 
・基盤研究（B） 
  (1) 強磁性金属の磁化反転に伴う静電気的効果の研究 

      代表者 島田 宏 

・基盤研究（C） 
 (2) 複合ペロブスカイト酸化物の強磁性・強誘電性の共存と電気磁気効果の機構の解明 分 

      代表者 浅井 吉藏 

 (3) 加工誘起による新粒組織の生成機構－再結晶の再定義 表 

      代表者 酒井 拓 

 (4) デフォメーションゾーンを利用したより容易な超微細粒組織生成に関する研究 表 

      代表者 三浦 博己 

36 電気通信大学　機器分析センター研究報告書　Vol.5



・特定領域研究 
 (5) 希土類の波長変換効果による宇宙用高効率太陽電池の開発 

      代表者 河野 勝泰 

 (6) 超伝導多層導波路の高密度三次元設計と評価 

      代表者 水柿 義直 

・若手研究（A） 
 (7) 単一キャリアのターンスタイル素子を利用した電流ミラー・電流増幅回路の動作実証 

      代表者 水柿 義直 

（民間等との共同研究） 
  (1) 黄銅の結晶粒微細化 表 

      代表者 三浦 博己 

 (2) 低ひずみ蓄積加工と低温焼鈍による結晶粒微細化 表 

    代表者 三浦 博己 

 (3) Cu の結晶粒微細化に及ぼす Zr の影響 表 

    代表者 三浦 博己 

 (4) 銅多結晶の動的再結晶挙動に及ぼす Sn 添加の影響、銅粒界での動的再結晶挙動に及ぼす Sn の影響 表 

    代表者 三浦 博己 
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低温室活動状況 

 

電気通信大学 量子・物質工学科 浅井吉蔵 

電気通信大学 機器分析センター 成澤孝敏 

 

1. 業務概要 

 近年、種々の材料の電気的、磁気的あるいは光学的性質等を調べる物性研究、それらを材料と

して利用したデバイスやセンサーなどにおける新機能発現やその高感度化、超伝導材料開発と応

用、超伝導磁石による強磁場発生など、様々な理工学研究分野で低温の利用が不可欠となってい

る。時代を切り拓く科学技術に関する創造的活動とそれを担う人材育成による社会への貢献を目

指す本学にとって、上記分野の教育・研究の重要性は云うまでもない。この教育研究の維持と支

援のために、機器分析センター部門低温室は、寒剤としての液体窒素（１気圧での沸点 77 K）と

液体ヘリウム（同じく 4 K）の学内利用者への供給と技術的サポートを業務としている。また、

近隣する東京農工大学へは、両大学の研究協力の一環として、平成１６年９月より学内利用者へ

の供給と同一の条件（供給価格・ガス回収の義務）で液体ヘリウムの供給を行なっている。 

 液体窒素は大気（８０％が窒素ガス）を原料としている。低温室では、液体窒素低温貯蔵設備

ＣＥ(Cold Evaporator)を備え、外部より購入した液体窒素の貯蔵と利用者への供給を行なってい

る。一方、液体ヘリウムは、その枯渇が憂慮される地球資源の１つのヘリウムガスが原料である。

また、ヘリウムガスの産出地は世界的に遍在しており、我が国は全量を輸入にたよっている。こ

のような背景のもとで、本学では利用者が研究に使用した後のヘリウムガスを回収し、再液化し

て供給するというヘリウム資源の循環的利用を行なっている。 

 ヘリウムの液化業務を行なうには「高圧ガス製造所」としての認可が必要である。国立大学法

人化に伴い、本学は平成１６年度より特認事業所から一般事業所に移行し、保安統括者を選任す

る等の制度の整備を行なった。本学では、高圧ガス保安法および本学低温室危害予防規程に基づ

き、高圧ガス（液体ヘリウムおよび液体窒素を含む）の利用者に対し、年１回の保安講習を行な

っている。この講習では、研究遂行のうえでの危険防止だけでなく、寒剤資源の有効利用のため

の教育も行なっている。 

 以下に、平成１５--１８年度（2003-2006 年度）の業務内容について述べる。 

 

2. 設備の増強と現状 

 図１は、低温室開設以来の液体窒素と液体ヘリウムの供給量の年次推移を示している。液体窒

素の利用は、1990 年代前半にほぼ飽和した。一方、液体ヘリウムの利用は 1990 年代に急速に増

大したが、1995 年に年間約 4kＬ に至り、ほぼ供給能力の限界に達した。そこで、平成１２年度

（2000 年度）に液化室の東６号館への移転に合わせ、ヘリウム液化設備を増強した。この増強に

より、液化機本体（東大物性研究所より移設）の液化能力がそれまでに比べ飛躍的に増大し、以

後の供給量の飛躍的な増大に対処できた。 

 該当期間中にも液体ヘリウムの供給量は飛躍的に増え（2003 年度の 10kL から 2006 年度の

29kL）、液体ヘリウムの円滑な供給とガスの回収のために、回収配管、ガス貯蔵設備の増強を行

なった。 
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図１ 寒剤供給量の年次推移 
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該当期間中に行なった設備増強を表１に、現在のヘリウム液化システムの概要を表２に示す。 

表１ 平成１５--１８年度（2003-2006 年度）における設備増強 

年  度 設  備 内   容 

平成１５ 回収設備 長尺容器増設（６本組）              

西地区回収配管敷設、ガスバッグ増設（10 ｍ3） 

ガス設備 東６号館窒素ガス供給配管敷設 

平成１６ 回収設備 回収マニホルド設置（６本口）           

長尺容器増設（６本組） 

平成１７ 液体窒素 液体窒素自動供給装置設置 

 

表２ 平成１８年度末のヘリウム液化システムの概要 

ヘリウム液化機  リンデ (TCF 50)  液化速度 60 Ｌ／時  

ヘリウム圧縮機  ケーザー (DS241)  0.93 MPa 840 m3／時  

中圧乾燥器  小池酸素     

液体ヘリウム貯槽  クライオファブ (CMSH2000)  2000 Ｌ  

ヘリウム回収圧縮機  ブルックハルト (C5U2.12)  14.7 MPa  90 m3／時  

長尺容器（２４本組）     14.7 MPa  1800 ｍ3  

ガスバッグ（３基）     30 ｍ3   

液体窒素貯槽  岩谷瓦斯 (CEA-10K)  9700 Ｌ  
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3. 保安教育 

 各年度の保安教育受講者を表３に示す。 

表３ 保安講習会の受講者数 

年  度 平成 15 平成 16 平成 17 平成 18 

人数（人） 94 92 108 107 

 

4. 液体ヘリウム供給価格 

 液体ヘリウム供給価格は、未回収ヘリウムガスの補填、液化に必要な電気代と液体窒素、非常

勤職員経費等のコストを受益者負担として決めている。それらのコストのうち、未回収ヘリウム

ガスの補填が大きな割合を占める。従って、液体ヘリウム供給価格はヘリウムガス回収率に大き

く依存する。図２に示すように、回収率は東６号館移転前の 60 %程度に比べ大きく改善され、か

つ近年の供給量の増大もあって、液体ヘリウム供給価格はかなり下げることができた。高いガス

回収率の維持は今後とも重要な課題である。 

図２ ヘリウムガスの回収率と供給価格 
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5. 研究テーマ 

 低温室が供給した液体ヘリウムを使用して，本学及び東京農工大学では、量子効果による新機

能発現や高感度化を利用したデバイスやセンサーなどの量子素子の開発、その基礎となる量子現

象の研究、さらに素子材料の開発に繋がる物性研究と多岐にわたる研究が行われている。いずれ

の研究テーマも、情報通信分野の発展への貢献が強く期待されるものである。これらの研究の詳

細については、本報告書の研究活動成果要旨を参照されたい。 

 さらに、上記の研究の多くは、本学の２１世紀ＣＯＥプログラムである「コヒーレント光科学

の展開」、科学技術振興機構・戦略的創造研究推進事業研究領域の「超高速・超省電力高性能ナ

ノデバイス・システムの創製」の中核をなす研究である。また、研究は多くの科学研究費その他

の外部からの研究助成を得ている。 
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6. 終わりに 

 本学における「低温を利用した（必要とする）研究分野」は活性化しており、大学として戦略

的に重要である分野となっている。その支援組織として、低温室が果たしている役割は大きい。 

 現在のところヘリウムガスの回収なしに（ヘリウム資源を使い捨てて）低温実験を行なってい

る教育・研究機関が多く存在するが、いずれはヘリウム資源の循環的使用を求められるであろう。

その場合、全ての研究機関に液化機を導入する事は効率的ではない。現在、本学と東京農工大学

で行なっている様な協力が、地域協力の１つのモデルになると考えられる． 
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編 集 後 記  

 
 
 
12 月も末，研究成果の原稿も集まり，論文リストも完成し，しばしほっとした気

分でこの後記を書いています．今年度も多くの大学から報告書，概要を送ってい

ただき，それら読ませていただきました．これは面白い企画だ，この企画は我々

の報告書にも入れたいというものがいくつかあったのですが，メモを残しておけ

ばよかったと悔やんでいます．研究報告書を作成するにあたり，毎年同じ構成で

は作っていても面白くありません．どうせ作るなら楽しみながら作りたいと思い

ます．年が明けて原稿を出版社に送ったら，他大学の報告書をゆっくり見直して

みたいと思います．そして面白いと感じた企画を本学なりに練り直し，来年はそ

れを加えてみようと考えています．  
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